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奈良・茅原大墓古墳

国
内
最
古
の
人
型
埴
輪

奈
良
県
桜
井
市
に
あ
る
帆
立
貝
式
前
方
後
円
墳

ち
は
ら
お
お
は
か

の
茅
原
大
墓
古
墳
（
4
世
紀
末
、
全
長
86
㍍
）

は
に
わ

た
て
も

で
、
人
を
表
現
し
た
国
内
最
古
の
埴
輪
（
盾
持
ち

人
埴
輪
）
が
見

つ
か
り
、
同
市
教
委
が
24
計
、
発

表
し
た
。
「
人
」
の
埴
輪
は
5
世
紀
前
半
に
出
現

し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
数
十
年
さ
か
の
ぼ
る

み

こ

成
果
。
よ
く
知
ら
れ
る
巫
女
や
武
人
な
ど
、
後
の

人
物
埴
輪
の
ル
ー
ツ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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奈
良
県

見
つ
か

っ
た
盾
持
ち
人
埴
輪

は
高
さ
67
鞭
ン
以
上
、
幅
50
稚
ン
。

目
と
口
を
穴
で
表
現
し
、
鼻
の

部
分
は
粘
土
を
盛

っ
た
跡
が
あ

る
。
顎
に
は
ひ
げ
か
入
れ
墨
が

線
刻
さ
れ
、
頭
に
か
ぶ

っ
て
い

茅
原
大
墓
古
墳
で
発
見
さ
れ
た

盾
持
ち
人
埴
輪
＝
24
日
、
奈
長

県
横
井
市
（
鳥
越
瑞
絵
撮
影
）

る

の
は
か
ぶ

と

と
推
定

さ
れ

る
。盾

に
は
「
菱
形
文
」
が
丁
寧

に
線
刻
さ
れ
、
盾
の
表
面
や
顔

面
に
は
魔
よ
け
の
象
徴

と
さ
れ

た
赤
い
顔
料
が

一
面
に
塗
ら
れ

て
い
た
と
い
う
。
・

盾
持
ち
人
は
、
4
世
紀
に
登

場
し
た
盾
や
か
ぶ
と
だ
け
の
埴

輪
に
平
面
的
な
顔
が
付
く
と
い

う
発
展
経
過
を
た
ど
る
。

辰
巳
和
弘
・
同
志
社
大
教
授

（
古
代
学
）
は
「
邪
悪
な
も
の

が
墓

に
入

っ
て
こ
な
い
よ
う
盾

の
役
割

を
強

化
し

た

の
が
顔

異
様
な
笑
み

魔
よ
け
盾
か
「
人
」
ル
ー
ツ
か

だ
。
あ
ざ
笑
う
よ
う
な
異
様
な

形
相
で
邪
悪
を
退
散
さ
せ
よ
う

と
し
た
」
と
し
、
後

の
人
物
埴

輪
と
は
系
統
が
別
と
考
え
る
。

一
方
、
高
橋
克
寿
・
花
園
大

数
授
（
考
古
学
）
は
「
人
型
の

も
の
を
土
で
う
つ
す
こ
と
は
弥

生
時
代
以
降
は

一
度
も
な
い
。

禁
忌
行
為
と
さ
れ
た
長
い
長
い

伝
統
が
あ
る
中
で
改
革
的
な
行

動
だ

っ
た
」
と
人
物
埴
輪
の
原

初
形
態
と
評
価
す
る
。

盾
持
ち
人
が
「
人
」
で
あ
る

な
ら
ば
、
人
物
埴
輪
は
大
阪

・

河
内
地
域
の
巨
大
古
墳
群
で
5

世
紀
に
出
現
し
、
6
世
紀
に
か

け
て
全
国
に
広
が

っ
た
と
す
る

「
屁
説
」
を
揺
る
が
す
。

高
橋
教
授
は
「
4
世
紀
末
の

大
和
は
政
治
力
で
は
大
阪
に
負

け
て
い
る
が
、
聖
な
る

三
輪
山

の
麓
に
は
革
新
し
て
い
く
宗
教

的
リ
ー
ダ
ー
性
が
続
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
」
と
話
し
た
。

現
地
説
明
会
は
26
日
午
前

．10

時
～
午
後
3
時
。
雨
天
時
は
桜

井
市
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

（
桜
井
市
芝
）
で
展
示
す
る
。


